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れる ところの、 「現代 通俗 劇」 に 外ならぬと 思って ゐる _ 

ある 時代の 「新派」 は、 たしかに、 この 要素 を備へ 

てゐ たやう に 思 はれる。 しかし、 かれ 「新派」 は、 「現 

代」 の 何者た るか を 解し なかった。 その 証拠に、 今日 

の 「新派」 は 「現代」 そのものの 如き アメリカニズム 

にさへ 没交渉で はない か！ 

これ は戯談 だが、 われわれ、 演劇 研究者と して 考へ 

なければ ならぬ こと は、 わが国に 於け る 新劇 運動なる 

ものが、 常に 歌舞伎 劇に 対抗す る 気勢 を 示しながら、 

実は 歌舞伎の 勢力 を 助長す る ことにし か 役立たない 結 

果を齎 したと いふ 一 事で ある。 



演技 を 通じて 歌舞伎 的 手法が、 いろいろの 形で 現 はれ 

るに 相違ない が、 新作の 名の 前に、 そこで は 却って 意 

識 的な 旧来の 効果が 避けられる ため、 歌舞伎 劇の 本質 

的な もの を 逸する 結果になる だら う。 

兎に角、 われわれに とって、 歌舞伎 劇 は、 あまりに 

横暴な 親爺で あり、 あまりに 敏腕な 先代で ある。 息子 

たる もの、 一度 は、 家 を 去って 都に 出る もよ いで はな 
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歌舞伎 劇の 問題 はこれ くら ゐ にして、 歌舞伎 俳優の 

問題に 移らう。 歌舞伎 非 優 は、 現在、 わが国の 俳優 中 



ところで、 私 は、 現在の 歌舞伎 俳優が、 「このままで 

大丈夫 だ」 とい ふ 迷夢 を醒 ますこと によって、 歌舞伎 

劇 そのものの 生命 を 永く させる と 同時に、 別に、 一 層 

広い 仕事の 領域 を 開拓し、 次の 時代に 悠々 濶 歩し 得る 

ことに 気づかな いのは 不思議 だと 思って ゐる。 (ここ 

で 云 ふこと は 少数の 新派 俳優に も 適用す る) なぜなら、 

現在、 俳優と いふ 職業に ある こと、 及び、 真の 「現代 

大衆 劇」 なる ものが、 まだ 生れて ゐな いこと は、 次の 

時代の 演劇 を 「人手」 に 渡さずに 済む、 最も 乗ずべき 

機会 を 与へ られ てゐる ことになるから である。 

そこで、 「現代 大衆 劇」 —— 面倒 だから 単に 「現代劇」 



つきり した こと は 云へ ない が、 「連中 制度」 を 廃した 場 

合の 歌舞伎 劇 は、 果して、 今日の 地位 を 保ち 得る かど 

うか。 劇場 当事者 及び 歌舞伎 剣 俳優の 焦慮 もこ こに あ 

らうと 思 はれる。 

さらに、 歌舞伎 劇 俳優 (新派 劇 を 含む) が 「現代 を 

知らぬ」 著しい 例と して、 現代人の 諸種の タイプに 対 

し、 全く 観察 を 怠って ゐ ると いふ ことがある。 

現代 生活の 諸相に 盲目で ある 結果 は、 総ての 類型 か 

ら 脱する ことができず、 あらゆる 階級、 あらゆる 職業 

あらゆる 性格の 常識的な 表現 以外、 個々 の 人物に 何等 

の 創造 を 盛る ことができな いので ある。 



よいと して、 時代物、 殊に 世話物な どになる と、 この 

傾向 は、 最も 著しく 現 はれる。 今日、 凡そ 封建思想 ほ 

ど 滑稽で、 不愉快な もの はない。 その 思想 は、 せめて 

舞台 上の 俳優に よって、 一度 は 十分に 客観 化されねば 

ならぬ のに、 それが このまま、 俳優の 演技 を 色 づけて 

ゐ るの だから、 馬鹿馬鹿し いので ある。 

現在の 歌舞伎 劇 は、 観客と して、 知識階級 を 失った。 

遠からず 民衆の 悉く を 失 ふだら う。 (一九二 九. 四) 
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